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福祉のひろば

　

特

　集

我が事・丸ごとって
　　結局　国は他人事かい？ 
生活者の視点から生活保護引き下げ問題・
小田原ジャンパー問題などを掘り下げる

日本の最西端（与那国島）の特別養護老人ホーム「月桃の里」上地理事長に聞く

食の権利を守り、おいしく・たのしく

さわら…………２切れ
梅干し……………２個

【材料】（２人分）
砂糖………………適量
みりん………大さじ１

醤油…………大さじ１
しょうが汁………適量

【作り方】
①さわらに、みりん、醤油、しょうが汁で下味をつけておく。
②梅干しは種をとってほぐし、砂糖を加えて味を調節する。
③さわらは皮を下にして鉄板に並べ、②をのせる。
④185℃に熱したオーブンで約15分焼き、焦げ目がついたらできあがり。

梅雨の時期にぴったりのメニューです。すっきりした酸味と甘さがあり、子ど
もたちにも人気です。

東桃谷幼児の園（大阪市生野区）　調理師　早坂　栞
しおり

いただきます！

さわらの梅肉焼き



発行・注文先●（有）福祉のひろば　
〒543-0055　大阪市天王寺区悲田院町8-12
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「わらじ医者の女房」早川ゆきのエッセイが絵本に！

『寒　月』
かん　　げつ

定価　2,000円+税
（80ページ　フルカラー　上製本）

エッセイ　早川　ゆき
画　神門やすこ

忘れられないあの頃、どうしても伝えておきた
いことがある──「わらじ医者の女房」早川ゆ
きのエッセイに『福祉のひろば』の表紙画でお
なじみの神門やすこが一つひとつのエピソード
に込められた思いに共感し、描き下ろしの画を
添えて、一冊のすてきな絵本が誕生しました！

点字を舌で読みます／落ちていたりんご／死に待ち
私の夢、手話通訳／ぼてと端切れ／天井から落ちてきた子鼠
ぎおんさんどすなあ／或るさわやかな別れ
おかずに詰まれば豆腐汁／ぬきそ／初午／出里決戦
まわりの人と心／喫茶去／安ちゃん／寒月／利休鼠の雨
病い上手な死に下手／或る死／Ａさんのこと／ホシバル
しまい天神／お茶のお正月／最後をどの様に迎えてもらうか
芒／衣笠歳時記「おことさんで」／いのち

＊おもな内容＊

好評発売中！

　総合社会福祉研究所は、1988年に開設され、来年、2018年には創立30年を迎えます。1988年と
は、宮崎駿映画の『となりのトトロ』が上映された年ですが、もっと重要なことは「消費税」が成立し
た年でもあることです。総合社会福祉研究所の会員には、〈個人会員〉〈賛助会員〉〈団体会員〉があり
ます。昨年、団体会員がやっと三桁になりました。
　研究所では、社会福祉の情報と研究の交流がおこなわれていますが、それらは個人や団体の幅広い参
加で形成されています。貧困問題研究会、福祉教育研究会、その他、時々の調査や政策研究などを実施
しています。夏と冬には、社会福祉研究交流集会を開催し、全国的な交流の場ともなっています。
　例年、講座を二つの地域で開講しています。京都での「いきいき社会福祉講座」、大阪での「社会科
学･社会福祉基礎講座」です。他に、釜ヶ崎短期留学、陸前高田学校など、年間を通じてさまざまな取
り組みをおこなっています。
　また社会福祉関係の資料収集活動はホームページなどで公開しています。2016年から、研究紀要
（『総合社会福祉研究』）を電子書籍で無料配信することになりました。
　総合社会福祉研究所の年会費は、9280円（月刊誌『福祉のひろば』費用込み）です。
　読者のみなさん、ぜひ、研究所の会員になって、全国の会員のみなさんと交流しませんか？

（総合社会福祉研究所　理事長　石倉康次）
※研究所の詳細は、ホームページを参照ください。

総合社会福祉研究所 TEL06-6779-4894　
FAX06-6779-4895

http://www.sosyaken.jp/　
E-mail:mail@sosyaken.jp



　日本の最西端　沖縄県八
や え や ま

重山郡与
よ な ぐ に

那国島にやってきました。この地で20年近く特別養護老
人ホーム「月

げっとう

桃の里」を開設されている社会福祉法人ダンヌ会理事長　上
うえ ち

地国
くに お

生さん（74歳）
にお会いするためです。訪ねたのは４月16日でしたが、日中の気温は30度近くになりました。
　与那国島は、石垣島から127キロ。台湾まで111キロです。東京からは1900キロ離れてい
ます。この地で、特別養護老人ホームを運営するきびしさを伺いました。

平和への道はない　平和こそ道なのだ
（There is no path to Peace.Peace is the path.）

──八重山平和祈念館（石垣市）にて。「基地のない平和の町を」中学三年生の作文より──



　与那国島の比
ひか わ

川集落の浜辺に建てられたのが、
『Dr.コトー診療所』のロケで使われた志

し き な

木那村
診療所。もちろん架空の村と診療所で、モデル
は鹿児島県の甑

こしき

島ですが、ロケ地として与那国
島のこの地が選ばれ、いかにも古びた診療所に
衣替えしてロケがおこなわれました。建物の所
有はフジテレビですが、管理はこの集落に委託
されています。ロケではスタッフを含め100名
を超える人たちが来ていました。移動も宿も大
変です。『北の国から』のように長い期間、放映
する番組になる予定だったそうですが、リーマ
ンショックで打ち切られたようです。診療所の
屋上で、旗をなびかせている石倉編集人です。
ちなみにこの〝志木那〟という名は、こしき島
の〝志木〟と、よなぐにの〝那〟をつなげたも
のだそうです。



　体長が20センチを超える世界最大のアヤミハビル（ヨナグニサン）。アヤミハビル館では、
生きたアヤミハビルを見ることができ、伺った時は、たまたま交尾している雄雌を撮影するこ
とができました。アヤミハビルは、羽化して成虫になるとすぐに交尾し産卵します。成虫の寿
命は、雌で５～９日、雄で４～５日と実に短いのです。この間、他の蝶のように蜜を摂ること
もなく、産卵して子孫を残すためだけに成虫になります。



　社会福祉法人ダンヌ会「月桃の里」は、ダンヌ浜の近く、海抜12メートルのほんとうに風
光明媚な場所に建てられています。祖

そない

納と久
く ぶ ら

部良の二つの集落の間にあり、飛行場からも近い
のですが、鳥のさえずりや波の音しか聞こえない穏やかな場所にあります。この施設が、いま、
存続の危機に立たされています。その理由をお聞きしました。
� （写真・文：下野祇園）（※本文49ページに関連記事があります）
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失望から希望を期待したい
＝小田原事件「検討会報告」
　

　　寺
て ら く ぼ

久保　光
みつよし

良

ま
っ
た
く
、
世
の
中
ど
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
マ
ス
コ
ミ
な
ど
が
生
活
保
護
バ
ッ
シ
ン
グ
す
る
と

い
う
の
は
、
わ
か
る
。
決
し
て
そ
れ
を
良
し
と
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
と
同
じ
よ
う
に
嫌
悪
感
を
い
だ
い
て
い
る
。

し
か
し
公
務
員
、
し
か
も
福
祉
事
務
所
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
そ
の
よ
う
な
趣
旨
を
プ
リ
ン
ト
し
た
ジ
ャ
ン

パ
ー
を
着
て
家
庭
訪
問
を
し
て
い
た
と
な
る
と
、
こ
と
は
別
で
、
深
刻
で
あ
る
。
公
務
員
と
し
て
の
憲
法
順
守

義
務
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

小
田
原
市
福
祉
事
務
所
に
お
い
て
「
な
め
ん
な
ジ
ャ
ン
パ
ー
事
件
」
が
今
年
一
月
に
発
覚
し
た
。
こ
の
事
件

は
生
活
保
護
担
当
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
「
保
護
な
め
ん
な
」
と
か
「
生
活
保
護
・
悪
撲
滅
・
チ
ー
ム
」
の
頭
文

字
を
あ
し
ら
っ
た
「
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｔ
」
や
、「
不
正
に
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
は
ク
ズ
だ
」
と
英
文
で
プ
リ
ン

ト
し
た
ジ
ャ
ン
パ
ー
や
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
て
業
務
を
お
こ
な
い
、
家
庭
訪
問
を
し
て
い
た
と
い
う
事
件
で

あ
る
。
し
か
も
そ
れ
が
一
〇
年
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
マ
ウ
ス
パ
ッ
ド
や
マ
グ

カ
ッ
プ
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
八
品
目
の
グ
ッ
ズ
が
作
成
さ
れ
、
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

「
全
国
生
活
保
護
問
題
対
策
会
議
」
な
ど
の
指
摘
を
受
け
て
、
小
田
原
市
は
「
生
活
保
護
行
政
の
あ
り
方
検

討
会
」
を
設
置
し
た
。
こ
れ
に
は
著
名
な
大
学
教
授
を
は
じ
め
、
生
活
保
護
利
用
者
支
援
を
お
こ
な
っ
て
い
る

弁
護
士
や
元
生
活
保
護
利
用
者
で
あ
る
当
事
者
、
元
生
活
保
護
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
で
低
所
得
者
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

理
事
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
真
摯
な
姿
勢
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
構
成
で
は
あ
る
。

生活保護基準引き下げ反対埼玉連絡会代表・
『福祉が人を殺すとき』著者
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てらくぼ　みつよし

『福祉が人を殺すとき──ルポルタージュ・飽食時代の餓死』（1988
年、あけび書房）著者。1948年２月埼玉県（旧）大宮市生まれ、
文字通り下町生まれの下町育ち。日本福祉大学Ⅱ部卒業、医療ケー
スワーカー、生活保護ケースワーカー、高知女子大学、山梨県立
大学教員などで働く。

検
討
会
は
二
〇
一
七
年
二
月
か
ら
三
月
末
ま
で
四
回
開
か
れ
、
先
ご
ろ
「
生
活
保
護
行
政
の
あ
り
方
検
討
会

報
告
書
」
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
な
か
で
は
、
小
田
原
市
だ
け
で
な
く
、
全
国
の
「
受
給
者
、
日
々
懸
命
に
働

く
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
人
権
団
体
な
ど
多
く
の
関
係
者
を
失
望
と
落
胆
に
追
い
や
っ
た
。
そ
の
責
任
は
重
い
」

と
い
う
前
提
の
も
と
に
、
検
討
会
の
目
的
を
生
活
保
護
受
給
者
の
権
利
を
守
る
こ
と
、
本
来
あ
る
べ
き
業
務
に

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
専
念
で
き
る
条
件
に
も
メ
ス
を
入
れ
る
と
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
多
面
的
な
検
討
を
お
こ

な
い
、「
ひ
ら
か
れ
た
生
活
保
護
行
政
に
向
け
た
改
善
策
の
提
案
」
を
し
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
、
①
専
門
性
を
高
め
る
研
修
や
連
携
に
よ
る
学
び
の
場
の
質
的
転
換
、
②
受
給
者
の
視
点
に

立
っ
た
生
活
保
護
業
務
の
見
直
し
、
③
受
給
者
に
寄
り
添
い
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
職
務
に
専
念
で
き
る
体
制

づ
く
り
、
④
自
立
の
概
念
を
広
げ
、
組
織
目
標
と
し
て
自
立
支
援
の
取
り
組
み
を
掲
げ
る
、
⑤
市
民
に
開
か
れ

た
生
活
保
護
を
実
現
す
る
、
な
ど
を
提
案
し
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
読
む
と
非
常
に
き
れ
い
に
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
本
当
か
な
？　

と
逆
に
疑
っ
て
し
ま
う
の
が
私
の

性さ
が

の
よ
う
な
気
が
し
て
く
る
が
、
一
年
後
を
め
ど
に
検
証
す
る
場
を
設
け
る
と
し
て
お
り
、
一
年
後
の
結
果
を

期
待
し
た
い
。
た
だ
長
い
間
ス
テ
ィ
グ
マ
と
バ
ッ
シ
ン
グ
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
状
況
を
考
え
る
と
一
〇
年
単
位

の
検
証
、
努
力
と
た
た
か
い
が
必
要
で
、
そ
う
し
て
こ
そ
「
小
田
原
モ
デ
ル
」
が
誕
生
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

�

（「
生
活
保
護
行
政
の
あ
り
方
検
討
会
報
告
書
」
は
小
田
原
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
）
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社
会
福
祉
六
法
の
一
つ
の
「
生
活
保
護
法
」（
一
九
五
〇
年
五
月
四
日
法
律
第
一
四
四
号
）
は
、
生
活
保
護
に
つ
い
て
規
定
し
た
日
本

の
法
律
で
す
。

そ
の
目
的
は
、「
日
本
国
憲
法
第
二
五
条
（
す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
。
２ 

国

は
、
す
べ
て
の
生
活
部
面
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）
に

規
定
す
る
理
念
に
基
づ
き
、
国
が
生
活
に
困
窮
す
る
す
べ
て
の
国
民
に
対
し
、
そ
の
困
窮
の
程
度
に
応
じ
、
必
要
な
保
護
を
行
い
、
そ

の
最
低
限
度
の
生
活
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
自
立
を
助
長
す
る
こ
と
」（
第
一
条
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
児
童
福
祉
法
（
一
九
四
七
年
）、
○
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
一
九
四
九
年
）、
○
生
活
保
護
法
（
一
九
五
〇
年
）。
こ
こ
ま
で
が
「
福

祉
三
法
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
○
知
的
障
害
者
福
祉
法
（
一
九
九
八
年　

旧
称
・
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
、
一
九
六
〇
年
）、
○
老
人
福

祉
法
（
一
九
六
三
年
）、
○
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
（
一
九
八
一
年　

旧
称
・
母
子
福
祉
法
、
一
九
六
四
年
）。
福
祉
三
法
に
こ
れ
ら
を
加
え

た
六
つ
の
法
律
を
ひ
っ
く
る
め
て
「
福
祉
六
法
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

生
活
保
護
問
題
対
策
全
国
会
議
は
、
す
べ
て
の
人
の
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
保
障
す
る
た
め
、
貧
困
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
福

祉
事
務
所
の
窓
口
規
制
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
保
護
制
度
の
違
法
な
運
用
を
是
正
す
る
と
と
も
に
、
生
活
保
護
費
の
削
減
を
至
上
命
題

と
し
た
制
度
の
改
悪
を
許
さ
ず
、
生
活
保
護
法
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
保
障
制
度
の
整
備
・
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
二
〇

〇
七
年
六
月
に
設
立
さ
れ
た
団
体
で
す
。
法
律
家
・
実
務
家
・
支
援
者
・
当
事
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。（
対
策
会
議
の
ホ
ー
ム

我
が
事
・
丸
ご
と
っ
て
　
結
局
　
国
は
他
人
事
か
い
？

　
　
生
活
保
護
受
給
者
へ
「
正
義
」
を
振
り
か
ざ
す
意
味
は
何
か
？
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